


– 2 –2014 年 7 月号広報とくのしま



2014 年 7 月号広報とくのしま– 3 –



– 4 –広報とくのしま 2014 年 7月号

世
界
自
然
遺
産

登
録
へ
の
歩
み
～
第
３
回
～

国
立
公
園
は
、
自
然
公
園
法
（
注
）
と
い

う
法
律
に
基
づ
い
て
指
定
さ
れ
る
「
自
然

公
園
」
の
一
種
で
、
優
れ
た
自
然
の
地
域

が
指
定
さ
れ
ま
す
。
国
を
代
表
す
る
景
勝

地
と
し
て
国
内
外
に
広
く
紹
介
さ
れ
、
知

名
度
の
向
上
と
観
光
客
の
増
加
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

一
方
、
国
立
公
園
指
定
地
域
は
、
自
然

保
護
の
重
要
性
に
応
じ
て
、許
可
制
の
「
特

別
地
域
」
と
事
前
の
届
出
制
の
「
普
通
地

域
」
に
区
分
け
さ
れ
、
一
定
の
行
為
に
規

制
が
か
か
り
ま
す
。
但
し
、
保
護
と
開
発

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

全
て
の
場
所
に
同
様
の
規
制
が
適
用
さ
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
別
地
域
は
、
特
別
保
護
地
区
と
第
１

種
～
第
３
種
の
特
別
地
域
に
区
分
け
さ
れ
、

各
種
行
為
が
規
制
対
象
の
許
可
制
と
な
り

ま
す
。

〈
特
別
地
域
の
区
分
け
と
保
護
規
制
の
概
要
〉

（
Ａ
）
特
別
保
護
地
区
⇓
厳
正
に
景
観
を
維

持
。
規
制
対
象
行
為
が
多
く
、
審
査
基

準
が
厳
し
い
。

（
Ｂ
）
第
１
種
特
別
地
域
⇓
特
別
保
護
地
区

に
準
じ
る
地
域
。

（
Ｃ
）
第
２
種
特
別
地
域
⇓
農
林
漁
業
活
動

と
調
整
。

（
Ｄ
）
第
３
種
特
別
地
域
⇓
比
較
的
穏
や
か

な
規
制
。

最
も
重
要
な
地
域
は
厳
正
に
保
護
す
る

た
め
、
上
記
の
よ
う
な
規
制
が
か
か
り
ま

す
が
、
住
民
生
活
等
の
維
持
の
た
め
規
制

適
用
外
の
行
為
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
注
）
自
然
公
園
法
で
定
め
る
自
然
公
園

に
は
、
国
が
指
定
と
管
理
を
行
う
国

立
公
園
と
国
定
公
園
、
都
道
府
県
が

指
定
管
理
す
る
都
道
府
県
立
自
然
公

園
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
12
月
、
環
境
省
が
主
催
す
る
「
第

３
回
奄
美
・
琉
球
世
界
自
然
遺
産
候
補
地

科
学
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、
奄
美
大

島
、
徳
之
島
、
沖
縄
本
島
北
部
、
西
表
島

の
４
島
（
地
域
）
を
世
界
自
然
遺
産
の
候

補
地
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
現

在
、
国
と
県
、
島
内
３
町
で
は
、
住
民
説

明
会
や
啓
発
看
板
な
ど
の
設
置
を
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
５
月
号
か
ら
広
報
紙
面
を

通
じ
て
、
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
た
現
状

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
お
伝
え
し
て
参

り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

鹿
児
島
県
は
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
ウ
ミ

ガ
メ
の
上
陸
と
産
卵
の
頭
数
が
、
全
国
で

も
最
も
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
昭
和
63
年
に

ウ
ミ
ガ
メ
保
護
条
例
を
制
定
し
、
県
内
市

町
村
と
連
携
し
て
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
活
動

国
立
公
園
指
定
に
つ
い
て

ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
に
つ
い
て

奄
美
・
琉
球
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
準
備
作
業
の
一
環
と
し

て
、
奄
美
群
島
の
国
立
公
園
指
定
に
向
け
た
作
業
が
国
に
よ
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
国
立
公
園
指
定
と
６
・
７
月
頃
が
産
卵
の
ピ
ー
ク

と
な
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
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徳
之
島
北
部
を
東
西
に
分
け
る
天
城
岳

連
山
の
麓
に
広
が
る
の
が
、
山
集
落
で

す
。
毎
年
恒
例
の
ハ
ー
レ
ー
舟
大
会
が
開

催
さ
れ
る
山
漁
港
は
、
か
つ
て
金カ
ナ

間マ

湊
ミ
ナ
ト

と
称
さ
れ
、
良
港
と
し
て
交
易
の
拠
点
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
記
録
で

は
、
山
村
（
現
在
の
山
集
落
）
に
宝
栄
６

年
（
１
７
０
９
年
）
頃
に
南
京
船
が
一
艘

漂
着
し
、
享
保
６
年
（
１
７
２
１
年
）
に

は
唐
船
、
嘉
永
２
年
（
１
８
４
９
年
）
に

は
朝
鮮
人
７
人
が
乗
り
込
ん
だ
船
が
漂
着

し
た
記
録
も
あ
り
ま
す
。

地
名
に
関
し
て
は
、
山
々
に
囲
ま
れ
た

景
観
や
入
り
込
ん
だ
海
岸
線
な
ど
諸
説
が

あ
り
ま
す
が
、
明
確
な
理
由
が
分
か
ら
な

い
た
め
、
今
後
の
解
明
が
望
ま
れ
ま
す
。

山
に
は
、
集
落
の
自
然
や
歴
史
を
物
語

る
史
跡
が
多
く
残
り
ま
す
。
山
集
落
を
一

望
で
き
る
丘
に
建
つ
の
が
、「
ナ
ゴ
リ
山

神
社
」
で
す
。
標
高
は
約
80
メ
ー
ト
ル
で
、

入
り
口
の
鳥
居
は
昭
和
40
年
に
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

ナ
ゴ
リ
山
の
下
は
、
上ウ
エ

ノン

当ト
ウ

と
呼
ば
れ
、

こ
こ
か
ら
上
に
屋
敷
を
構
え
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
神
社
の
下
方
に
住

居
が
広
が
り
ま
し
た
。
こ
の
一
帯
は
里サ
ト

と

呼
ば
れ
、
山
集
落
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
里
集
落
に
は
、
殿ト

ノ

地チ

（
琉
球
王
朝

時
代
に
役
人
や
ノ
ロ
が
住
む
屋
敷
）
が
あ

り
、
屋
敷
名
の
つ
い
た
墓
所
「
親
墓
」
が
、

県
道
沿
い
に
点
在
し
て
い
ま
す
。
東
天
城

郵
便
局
か
ら
山
中
学
校
に
向
か
う
途
中
の

右
側
、
史
跡
の
案
内
板
が
設
置
さ
れ
て
い

る
場
所
に
建
つ
自
然
石
の
墓
が
、「
ウ
シ

コ
ド
ラ
」
の
親
墓
で
す
。

集
落
内
に
死
者
が
出
た
場
合
、
葬
送
に

先
立
ち
親
墓
の
許
し
を
得
て
入
籍
す
る

「
付ツ
ケ

口グ
チ

」
と
言
う
神
事
が
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
古
来
の
葬
制
の
習
俗
を
物
語
る
貴
重

な
文
化
財
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

町
郷
土
資
料
館　

☎
82
―
２
９
０
８

町
内
史
跡
巡
り　

第
３
回
＝
山
集
落
＝

〔山集落の町指定文化財〕
榕樹（ガジュマル）の巨木（天然記
念物・植物）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 計
種別 上陸 産卵 上陸 産卵 上陸 産卵 上陸 産卵 上陸 産卵 上陸 産卵

アカウミガメ 1 1 8 8 44 32 40 30 11 7 104 78
アオウミガメ 2 2 19 12 29 24 2 2 52 40

計 1 1 10 10 63 44 69 54 13 9 156 118

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年

の
調
査
で
奄
美
群
島
は
、
県
内

一
の
屋
久
島
に
次
ぐ
上
陸
と
産

卵
の
頭
数
で
あ
る
事
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

更
に
、
一
昨
年
前
ま
で
本
格

的
な
調
査
が
実
施
さ
れ
な
か
っ

た
徳
之
島
は
、
昨
年
の
調
査
で

２
７
３
頭
の
上
陸
と
２
０
１
回

の
産
卵
が
集
計
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
は
太
平
洋
側
に
面
し
広
い

海
岸
線
を
持
つ
こ
と
も
あ
り
、

上
陸
１
５
６
頭
、
産
卵
１
１
８

頭
と
島
内
一
の
数
が
記
録
さ
れ

て
お
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
活

動
に
一
層
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。

表
の
上
陸
数
と
産
卵
数
の
差

は
、
上
陸
し
た
も
の
の
産
卵
に

適
す
る
場
所
が
無
か
っ
た
な
ど

の
理
由
も
あ
り
ま
す
が
、
人
の

姿
を
見
つ
け
た
り
明
る
い
ラ
イ

ト
で
照
ら
さ
れ
た
り
す
る
と
、

産
卵
場
所
を
探
す
の
を
止
め

て
海
に
引
き
返
す
場
合
も
あ

り
ま
す
。
次
の
点
に
留
意
し
、

保
護
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。

■
ウ
ミ
ガ
メ
を
発
見
し
た
ら

急
に
近
づ
い
た
り
せ
ず
、

そ
っ
と
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
ウ
ミ
ガ
メ
を
捕
ま
え
た
り
、

卵
を
掘
り
起
こ
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。（
県
の
条
例
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
）

■
ウ
ミ
ガ
メ
を
観
察
す
る
時

は
、
赤
色
ラ
イ
ト
か
赤
い

フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
た
電
灯

を
使
用
し
、
騒
い
だ
り
せ

ず
静
か
に
観
ま
し
ょ
う
。

■
海
岸
で
闘
牛
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
行
う
際
は
、
牛
が

産
卵
場
所
に
入
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
ゴ
ミ
等
を
捨
て
な
い
で
、

美
し
い
浜
辺
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。

ウ
ミ
ガ
メ
は
、
豊
か
な
自

然
環
境
を
構
成
す
る
貴
重
な

野
生
生
物
で
、
学
術
的
及
び

文
化
的
に
も
高
い
価
値
が
あ

り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

月別上陸・産卵数（2013 年）
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まちの話題 ●● ●

「
平
成
26
年
度
徳
之
島
町
学
士
村
塾
」

開
講
式
が
５
月
17
日
、
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
で
６
年

目
と
な
る
学
士
村
塾
は
、
町
内
小
中
学
生

の
約
２
割
に
当
た
る
２
２
４
名
の
児
童
生

徒
が
受
講
を
申
し
込
み
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
に
設
置
さ
れ
た
学
士
村
塾

は
、
今
年
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

平
日
の
部
を
開
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
平
日
は
、
月
～
金
曜
日
の
４
時
半
か

ら
６
時
半
ま
で
町
内
４
か
所
で
開
講
予
定

で
、
亀
津
地
区
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

平成 26 年度学士村塾開講式
ヤンキチシキバンの精神を誇りに

学
士
村
塾
塾
生
憲
章
を
述
べ
た

頂　

汐
里
さ
ん

「
中
学
３
年
生
の
今

年
は
、
落
ち
着
い
た
環

境
で
し
っ
か
り
学
習
し

た
い
」
と
、
一
年
間
の

抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
５
月
24
日
、

「
第
25
回
金
婚
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
金
婚
を
迎
え
る
夫
婦
21
組
の
う
ち
10

組
が
出
席
し
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

金
婚
者
代
表
の
赤
﨑
冨
千
郎
さ
ん
は
、

充
実
し
た
現
在
の
生
活
を
紹
介
し
「
こ
の

よ
う
な
式
典
に
よ
り
、
心
新
し
い
元
気
を

与
え
て
く
れ
、
感
謝
し
ま
す
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
余
興
や

「
花
の
徳
之
島
」
の
踊
り
に
よ
り
、
参
加

者
み
ん
な
で
金
婚
を
祝
い
ま
し
た
。

第 25 回金婚式
元気に支え合った５０年

金
婚
者
夫
婦

梅
園　

福
忠
さ
ん

　
　
　

タ
ツ
子
さ
ん

パ
ラ
ダ
イ
ス
同
好
会

の
仲
間
と
一
緒
に
カ
ラ

オ
ケ
を
披
露
。「
集
落
の

み
ん
な
に
お
祝
い
さ
れ
、

と
て
も
楽
し
い
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

伊
仙
町
義
名
山
総
合
体
育
館
で
５
月
25

日
、「
徳
之
島
さ
と
う
き
び
振
興
大
会
並

び
に
さ
と
う
き
び
感
謝
デ
ー
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
生
産
農
家
と
関
係
者
ら
約

５
０
０
人
が
参
加
し
、「
徳
之
島
の
生
命
、

サ
ト
ウ
キ
ビ
を
守
ろ
う
」
と
気
勢
を
上
げ

ま
し
た
。

参
加
者
は
、
天
城
町
農
家
代
表
の
仲
洋

志
郎
さ
ん
の
発
声
で
「
夏
植
の
植
付
で
、

さ
と
う
き
び
の
面
積
を
拡
大
し
よ
う
」
な

ど
５
項
目
を
唱
和
し
、
生
産
量
回
復
を
誓

い
ま
し
た
。

さとうきび振興大会
底打ちからの再興へ

亀
津
中
学
校
野
球
部
（
榊
隼
弥
監
督
、

部
員
36
人
）
が
５
月
３
、４
日
の
一
泊
二

日
で
、
町
内
60
キ
ロ
の
道
の
り
を
清
掃
し

ま
し
た
。

部
員
た
ち
は
、
３
日
朝
７
時
に
学
校
を

出
発
し
、
轟
木
経
由
で
天
城
町
浅
間
へ
の

県
道
沿
い
の
ゴ
ミ
を
17
時
ま
で
拾
い
歩
き

ま
し
た
。
翌
日
も
朝
７
時
か
ら
手
々
や
畦

な
ど
を
回
り
、
16
時
頃
学
校
へ
到
着
し
ま

し
た
。
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
は
、
空

き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ゴ
ミ
で
一

杯
に
な
り
ま
し
た
。

亀津中学校野球部歩こう会
清掃活動、徒歩で町一周

亀
津
中
学
校
野
球
部
主
将

宮
城　

健
太
郎
さ
ん

清
掃
の
達
成
感
で
一

層
に
団
結
し
た
亀
津
中

学
校
野
球
部
。「
大
島

地
区
中
学
校
総
体
で
優

勝
し
、
県
大
会
で
勝
負

し
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

南
西
糖
業　

田
村　

順
一
社
長

「
今
年
は
、
徳
之
島

の
さ
と
う
き
び
再
構
築

元
年
と
し
、
来
年
の
大

会
で
農
家
へ
利
益
確
保

の
報
告
を
し
た
い
」
と

決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。
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が
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の

届
出
及
び
利
用
者
登
録
は
徳
之

島
町
の
実
施
す
る
電
子
入
札
に

参
加
す
る
た
め
に
必
ず
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
届
出
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

■
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
届
に
必
要
な
書
類

①
電
子
入
札
用
電
子
証
明
書

（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
届
出
書
（
第

１
号
様
式
）

②
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
登
録
内
容
を

確
認
で
き
る
書
類
の
写
し

■
受
付
期
間

平
成
26
年
４
月
か
ら
（
随
時
）

（
受
付
場
所
）

町
建
設
課

〒
８
９
１
―
７
１
９
２

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町

亀
津
７
２
０
３
番
地

☎
82
―
１
１
１
１
（
内
線
２
６
２
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
82
―
１
１
０
１

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル

☎
83
―
２
９
１
０

建設

問

業
者
の
方
は
お
早
目
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

建
設
工
事
に
お
け
る
電
子
入
札
に
つ
い
て

徳
之
島
町
で
は
平
成
26
年
度
中

に
、
町
内
建
設
業
者
（
建
設
工
事
・

測
量
設
計
委
託
の
み
）
を
対
象
に

電
子
入
札
の
試
行
運
用
を
開
始
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
電
子
入
札
に
対
応
さ
れ

て
い
な
い
業
者
に
お
い
て
は
、
従

来
ど
お
り
の
入
札
（
紙
入
札
）
で

行
い
ま
す
。

ま
だ
電
子
入
札
に
対
応
さ
れ
て

な
い
業
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

早
々
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
注
意
事
項

紙
入
札
で
参
加
す
る
業
者
に
つ

い
て
は
、「
紙
入
札
参
加
申
請
書
」

（
第
４
号
様
式
）
の
提
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

【
電
子
入
札
用
電
子
証
明
書

（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）
の
届
出
及

び
利
用
者
登
録
に
つ
い
て
】

徳
之
島
町
の
電
子
入
札
に
参
加

す
る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の

届
出
を
行
い
、
利
用
者
登
録
番
号

の
交
付
を
受
け
、
電
子
入
札
シ
ス

テ
ム
で
利
用
者
登
録
を
行
う
必
要

問

イベント

7/15
～

8/14
ま
で
の

行
事
予
定

■
７
月
18
日

町
小
中
学
校
一
学
期
終
業
式

（
各
小
中
学
校
）

■
７
月
19
日　

18
時
半
～

六
月
灯
お
よ
び
中
央
通
り
夏
祭
り

（
中
央
通
り
）

■
７
月
20
日　

10
時
～

プ
ー
ル
開
き

（
レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
）

■
７
月
20
日 

10
時
～

親
子
か
け
っ
こ
教
室

（
陸
上
競
技
場
）

■
７
月
20
日 

14
時
～

町
地
女
連
芸
能
大
会

（
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
７
月
24
日　

14
時
～

小
学
校
水
泳
記
録
会

（
町
運
動
公
園
内
プ
ー
ル
）

■
７
月
27
日

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会
（
相
撲
）

（
町
体
育
セ
ン
タ
ー
相
撲
場
）

■
７
月
26
日　

10
時
～

10
周
年　

親
子
読
書
講
座

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
和
室
）

■
７
月
31
日　

午
前
中

子
ど
も
議
会

（
町
議
会
議
事
堂
）

■
７
月
31
日　

12
時
～

弁
護
士
相
談
所
開
設
日

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

２
階
研
修
室
）

■
８
月
６
日　

14
時
～

月
遅
れ
七
夕
ま
つ
り

（
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
８
月
4
日
～
８
日

＊
夏
休
み
子
ど
も
講
座

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

■
８
月
９
日　

10
時
～
15
時

＊
海
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

（
東
区
公
民
館
）

■
８
月
９
日　

９
時
～

（
ど
ん
ど
ん
ま
つ
り
）

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
母
間
新
港
）

■
８
月
10
日
～
24
日

貝
が
ら
標
本
展

（
図
書
館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

夏
休
み
の
期
間
、
徳
之
島
町
健

康
の
森
総
合
運
動
公
園
レ
ジ
ャ
ー

プ
ー
ル
を
開
園
い
た
し
ま
す
。

■
開
園
期
間　
平
成
26
年
７
月
20

日（
日
）～
平
成
26
年
８
月
31
日（
日
）

■
開
園
時
間　

10
時
～
18
時

※
12
～
13
時
（
１
時
間
）
と
毎
時

10
分
間
の
休
憩
時
間
が
あ
り
ま
す
。

■
休
園
日　

月
曜
日

■
プ
ー
ル
使
用
料

幼児

３
歳
未
満

無
料

３
歳
以
上

２
０
０
円

小　

中　

校

３
０
０
円

一　
　

般

５
０
０
円

見　
　

学

無
料

■
８
月
10
日

「
ど
ん
ど
ん
祭
り
」

サ
ー
フ
ィ
ン
大
会

（
花
徳
海
岸
）
９
時
～

相
撲
大
会

（
町
相
撲
場
）
９
時
～

演
芸
・
芸
能
・
抽
選
会
・
花
火
大
会

（
亀
徳
新
港
）
18
時
～

■
８
月
15
日

手
々
「
ム
チ
タ
ボ
リ
」

※
日
程
等
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
関
係
機
関
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
町
社
会
教
育

課
で
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

プール

開
園
日
は
プ
ー
ル
を
無
料
開
放
!!

レ
ジ
ャ
ー
プ
ー
ル
開
園
の
お
知
ら
せ

※
幼
児
以
下
の
お
子
様
に
は
必
ず

保
護
者
が
付
き
添
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
プ
ー
ル
施
設
内
で
の
飲
食
は
禁

止
い
た
し
ま
す
。

プ
ー
ル
開
き
イ
ベ
ン
ト

７
月
20
日
（
日
）
10
時
～

プ
ー
ル
開
き
に
合
わ
せ
、
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。
当
日
は
様
々

な
催
し
や
プ
ー
ル
を
無
料
開
放
し

皆
様
の
楽
し
め
る
一
日
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
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狩
猟
免
許
試
験
開
催
に
あ
た
っ

て
試
験
前
日
に
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
狩
猟
免
許
試
験
を
受
験

さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
１
回
講
習
会

【
日
時
】

平
成
26
年
８
月
２
日(

土)

午
前
９
時
よ
り

【
場
所
】
県
大
島
支
庁
舎
本
館
４

階
会
議
室

第
２
回
講
習
会

【
日
時
】

平
成
26
年
８
月
30
日(

土)

午
前
９
時
よ
り

【
場
所
】
県
大
島
支
庁
舎
本
館
４

階
会
議
室

奄
美
市
大
島
支
庁
に
て
狩
猟
免

許
試
験
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

第
１
回
試
験

【
日
時
】平
成
26
年
８
月
３
日(

日)

午
前
９
時
よ
り

【
場
所
】
県
大
島
支
庁
舎

【
書
類
受
付
期
間
】

平
成
26
年
６
月
23
日(

月)

～
平
成
26
年
７
月
18
日(

金)

第
２
回
試
験

【
日
時
】平
成
26
年
８
月
31
日(

日)

午
前
９
時
よ
り

【
場
所
】
県
大
島
支
庁
舎

【
書
類
受
付
期
間
】

平
成
26
年
７
月
22
日(

月)

～
平
成
26
年
８
月
15
日(

金)

※
申
請
方
法
や
手
数
料
に
つ
き
ま

し
て
は
、
役
場
農
林
水
産
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

近
年
、徳
之
島
島
内
に
お
い
て
、

松
く
い
虫
に
よ
る
松
枯
れ
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

松
く
い
虫
被
害
は
、
葉
の
色
が

変
色
し
始
め
る
な
ど
の
兆
候
が
現

れ
た
後
で
は
、
枯
れ
を
防
ぐ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

松
く
い
虫
被
害
に
注
意

町
農
林
水
産
課　

☎
8 ２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

被
害
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

５
～
８
月
頃
に
松
く
い
虫
用
の
薬

剤
を
散
布
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

す
。

※
薬
剤
：
ス
ミ
パ
イ
ン
５
０
０
ml

狩猟

平
成
26
年
度
狩
猟
免
許

免
許
試
験
及
び
試
験
講
習
会
に
つ
い
て

相談

誰
で
も
安
心
し
て
法
律
相
談
を

弁
護
士
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

相
談
は
無
料
で
す
が
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
相
談
ご
希

望
の
方
は
７
月
23
日
（
水
曜
日
）
ま
で
に
、
下
記
お
問
い
合
わ
せ
先
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日　

平
成
26
年
７
月
31
日
（
木
）　

12
時
～

■
場
所　
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

２
階
研
修
室

町
企
画
課　

☎
8 ２
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

問

問

問
こ
の
薬
剤
は
、
森
林
組
合
に
て

販
売
し
て
い
ま
す
の
で
，
必
要
な

方
は
早
目
に
購
入
し
て
く
だ
さ

い
。徳

之
島
地
区
森
林
組
合

☎
82
―
１
４
２
９
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「暑い季節にはやっぱりカレー！」という方も
多いのではないでしょうか？今回はそういった
方々の為に、美農里館オリジナルカレーをご紹介
します。もちろん、カレーの具材は徳之島産です。

美農里館だより ７月号
徳之島町総合食品加工センター

美農里（みのり）館
電話番号：0997―83―4111
徳之島町地域営業課公式 facebook
ページでも、美農里館の情報を発信
しています。
http://www.facebook.com/chiikiei.
tokunoshima

オリジナルカレーのご紹介

徳之島地福馬鈴薯カレー

徳之島地福豚カレー

徳 之 島 で 収 穫
さ れ る 赤 土 バ レ
イショをたっぷり
使った、ちょっと辛
めのカレーです。

徳之島といえば豚の角
煮！角煮が入ったボリュー
ム満点のカレーです。
（辛口・中辛があります。）

教
育
委
員
会
だ
よ
り

「

学
力
は
人
生
の
扉
を
開
く

マ
ス
タ
ー
キ
ー
」

～
学
士
村
塾
開
講
式
～

５
月
17
日(

土)

に
徳
之
島
町
学
士
村
塾

開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。
６
年
目
を
迎
え

た
今
年
は
前
年
度
な
み
の
２
２
４
人
の
児

童
生
徒
が
、
毎
週
土
曜
日
の
午
前
中
に
学

士
村
塾
（
７
教
室
）
で
学
習
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
開
講
式
の
中
で
頂
汐
里
さ
ん

(

井
之
川
中
３
年)

が
、塾
生
を
代
表
し
て
、

学
士
村
憲
章
を
読
み
、
こ
れ
か
ら
１
年
間

し
っ
か
り
と
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。
今
年
度
よ
り
月
～
金

曜
日
の
午
後
４
時
半
よ
り
６
時
半
ま
で
、

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
山
公
民
館
の
２

教
室
に
放
課
後
塾
も
開
設
し
ま
し
た
。

学
力
向
上
を
推
進
す
る
た
め
、
学
校
は

も
ち
ろ
ん
、
家
庭
、
地
域
も

連
携
し
て
気
運
を
高
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
か
つ

て
の
「
亀
津
学
士
村
」
の
よ

う
に
「
ヤ
ン
キ
チ
シ
キ
バ
ン
」

の
教
育
風
土
を
再
興
し
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
文

武
両
道
の
健
全
育
成
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

【土曜日の部】
教室名 講師名 実施場所 教室名 講師名 実施場所

中区
富山　早紀 生涯学習

センター
母間

富田　春奈
反川公民館

福沢　陽介 川畑　美香

東区
幸田　孝継

東区公民館 花徳
安田　大志

前川生活館
眞形　健太郎 仲田　英貴

亀徳
徳田　文次 亀徳地区振興セ

ンター 山手
岩本　祥也

山公民館北郷　智喜
神嶺 中野　利美 諸田公民館 松村　理江子

【平日の部】
教室名 講師名 実施場所 教室名 講師名 実施場所

亀津 中山　明 生涯学習
センター 山手 松本　倫子 山公民館

( 開講式 )

( 平日の部：亀津教室 )
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表紙写真

花徳集落で 6月 8日、豊年祭りが
行われました。同祭りは戦後から続
けられ、今期の五穀豊穣を感謝し来
期の豊作を祈ると共に、住民一体で
盛り上がる伝統行事です。

オカヤドカリ
徳之島では「アマン」
と呼ばれ、7 種類のヤ
ドカリが生息している
といわれる。金見崎海
岸では梅雨明けの夜間、
集団で幼生を一斉に放
出する景景が見られる。

表紙のイラスト
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